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1. はじめに

早稲田大学では，主に新入生を対象に「PC・ネット
ワーク利用ガイド」という小冊子を用意し，基礎的な
情報倫理，PCの利用法，および学内サービスの利用方
法などの解説をおこなってきた．しかし，年々必須と
なる情報量は肥大化の一途を辿り，更なるページ数の増
大が懸念された．一方，学生からの反響の多くは，「内
容が多すぎる」，「重い」といった，重厚さとそれに伴
う携行性の不便さに対する不満が多かった．これに応
え，２００３年度より内容を大幅に刷新した．編集方針
は，ページ数を抑えながら，情報量を減らさず，また学
生が利用しやすいデザインにすることとした．結果，読
みやすさ，情報の利用可能性について一定の評価を得た
が，全体的な評価としてはユーザビリティに更なる改良
が必要であるということが確認された（佐々木・川嶋・
小野寺 ,2003）．
２００４年度版からは，２００３年度版ガイドの欠

点を , 特にデザインの面から補填し，ユーザビリティの
更なる向上を目指した．

2. 編集方針

2-1. デザインの方針
前年度版を踏襲し，実際に学生が「PC・ネットワー

ク利用ガイド」を利用する場面を想定し，使いやすいデ
ザインになるようつとめた．具体的には，一つのトピッ
クについて，見開き２ページのみで完結させ，開いた
ままの状態で PCの作業が可能になるようにするなど，
ユーザビリティの点で効果的なデザインを行なった（具
体的なデザインの詳細については後述する）．
また，昨年度まで大きさが様々で配置もページ毎に

異なっていた図表について，大きさを統一し，厳密に
配置の方針を決定した．これはページ内のどこに図表が
配置されているか一目で把握できるようにするためであ
る．

2-2. 内容の方針
「PC・ネットワーク利用ガイドに」収録する内容は

主に 3部構成とした．それぞれ「早稲田大学内での PC
の利用法」，「Waseda-net ポータルに関する操作」，「情
報倫理」からなる．従来，具体的な PCの利用法が第１
部に記述されていたが，各アプリケーションの操作法
については割愛し，Windows の操作法とブラウザの利
用法にとどめた．第２部では，早稲田大学独自のネット
ワークサービスである「Waseda-net ポータル」のサー
ビスを中心として解説を行い，他ページより比較的ペー
ジ数を多く割いた．この方針は，容易にマニュアルや解
説本で参照可能な一般的なアプリケーションの操作法よ
りも，早稲田大学でのみ行われているサービスの解説を
重視したためである．第３部は昨年度まで全編に分散さ
れていた情報倫理に関わる内容を集約した．本年度から
は時代の要請に応じて，ウイルスや無線 LAN，常時接
続の危険性などについても言及している．また，PCを
利用する上で知識として知るべきであるが，学内ネット
ワークを利用する上で早急性が必要とされないもの（た
とえば，「メール配信の仕組み」に関する知識など）は，
コラムとして関連する本文の余白に挿入した．

3. 情報デザイン

「PC・ネットワーク利用ガイド」の編集ツールとし
てAdobe 社の Adobe InDesign 2.0(R) を利用した．従
来 TeX が利用されてきたが，多人数での編集作業と迅
速なレイアウト修正にはグラフィカルなインターフェー
スの効率性が求められたからだ．これにより画像を多く
配置した自由度の高いレイアウトが可能となった．
特に初学者に対して情報が紙媒体によって提示され

る場合に，情報の一覧性が重要であると考えられること，
また PCの座右で参照しながら作業を行うために，ガイ
ドのレイアウトは見開きとした．ひとつの内容が見開き
2ページ以内で提示されることを原則とし，内容とその
分量の検討を行なった．ページの大きさはA4とした．
学生からの反響では，大きすぎるという声が多かったが，



判読可能なスクリーンキャプチャと十分な説明にはA4
見開きの紙面は必須であったためである．
見開きレイアウトは昨年度から採用された方法だ

が，図表の配置に明確な規定はなく煩雑な印象を抱かせ，
またすぐに該当する図表を発見できないという不便性が
あった．その為，本年度から図をページ下部に，表をペー
ジ上部に配置し，通し番号を左から右へ，上から下への
順番に明確に規定した ( 図１)．この順序は読むための
目の動きを考慮している．また，本文を３段組，図表を
２段組とし，図表の大きさは２段組の全幅，もしくは半
幅のいずれかの大きさに固定した．また，必ずページ左
端に空きをもうけるようにした．これらのデザイン方針
は，図表の判別という利便性もさることながら，統一的
フォーマットを全ページに配することによって，整然と
した印象を持たせること，また，必ず空きをもうけるこ
とで，閉塞した印象を持たせないことが意図されている．

4. 反響と今後の方針について

執筆現在，「PC・ネットワーク利用ガイド」につい
てのアンケートを実施中である．本年度の反響をもとに
微修正を行い，来年度以降もユーザビリティの高いデザ

インを検討する予定である．また，早稲田大学では国際
教養学部の新設にともない，英語版の「PC・ネットワー
ク利用ガイド」を刊行予定である．現段階では英語独自
のデザインの必然性が不明なため，英語版においても同
様のデザインを採用し，アンケートでのフィードバック
を期待したい．
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図１：「PC・ネットワーク利用ガイド２００４年度版」のレイアウト
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